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摘 要 
マレーシアは東南アジアの熱帯域に位置し、マレー半島とボルネオ島の一部から成り立つ国である。マレーシアには、

多様な生命が何億年もの時間を費やし、多様で繊細な種間関係を築き上げた極めて複雑な熱帯林が存在している。こ

の熱帯林はマレーシアにおける最大の魅力の一つであり、これらを活用して、熱帯林やそれに関する文化を体験でき

るようなツアーが数多く実施されている。一方で、20 世紀後半に多くの森林が大規模なアブラヤシプランテーション

に転換され、残された森林も孤立しつつある。多くの原生の熱帯林が失われた現在、部分的に残されている森林を保

全し、持続的な方法で利用していくことが求められている。本稿では、マレーシアのエコツーリズムに関する動向と

ともに、具体例として首都クアラルンプール近郊にあるマレーシア森林研究所(FRIM)におけるエコツーリズムへの取

り組みを紹介する。マレーシアは 1996 年に策定された「国家エコツーリズム計画」の下で、いくつかの行政部局が積

極的にエコツーリズムを推進している。特に豊かな自然が残る地域では外国からの観光客の獲得へむけた取り組みが

あるものの、多くの森林公園は現地の住民の憩いの場として利用されていた。FRIM では 1929 年から人工的に再生さ

れた森林において、キャノピーウォークウェイ(Canopy walkway：林冠回廊)やネイチャートレイル(Nature trail：野外散

策路)等を整備、運営している。利用者数は現地の住民が最も多いが、一定数の外国人観光客もガイドを伴って訪問し

ている。一方で、利用者は増加傾向にあり、これらの自然資源を持続的に利用するためには、オーバーユースを避け

るための取り組みや、質の高いガイドを育成し活用するためのシステムが必要と考えられる。 
 

 

I．はじめに 

 

熱帯雨林とは一年中温暖で十分雨が降る熱帯域に成

立する森林であり，アメリカ大陸、アフリカ大陸、及

び東南アジアの陸域に分布している。東南アジアの熱

帯林はおよそ 250 万 km2ほどあり、その中心はインド

ネシアの群島で、生物地理学でマレイシア Malesia と

よばれる 1)。東南アジアの熱帯雨林の樹木はまっすぐ

な樹幹を伸ばし、最大 40～70m に達する。森林内には

様々な樹高の樹木が共存し、複雑な森林構造をつくる。

このような複雑な熱帯林では、多様な生命が何億年も

の時間を費やして形成された、多様で繊細な種間関係

を垣間見ることができる(例えば Whitmore & Burnham 

1984)。 

一方で、人間活動による森林の利用、消失、断片化

により、熱帯雨林の持つ自然資源は著しく劣化してき

た。特に、20 世紀後半に多くの森林が伐採され、その

土地は大規模なアブラヤシプランテーションに転換さ

れ、残された森林も孤立し、過去の択伐の影響や、今

日もつづく地域住民による利用圧の下にある 2)。 

マレーシアは東南アジアの熱帯域に位置し、マレー

半島とボルネオ島の一部から成り立つ国である。メガ

ダイバーシティ(多様性)を持つ国の一つであり、15,000

種を超える植物、286 種類の哺乳類、150,000 種を超え

る無脊椎動物など、様々な生物が生息している 2)。こ

の地域では、多くの森林が失われたものの、手つかず

の大自然も残されており、重要な観光資源の一つとな

っている。例えば、マレー半島最大の国立公園として、

太古の原生林が残るタマン・ネガラ国立公園があり、

ボルネオにあるキナバル国立公園やグヌン・ムル国立

 
*   首都大学東京大学院都市環境科学研究科 観光科学域 

准教授 
〒192-0364 東京都八王子市南大沢2-2 パオレビル10階
e-mail nmt@ tmu.ac.jp 

**   首都大学東京大学院都市環境科学研究科 観光科学域 
   博士前期課程 
***  首都大学東京大学院都市環境科学研究科 観光科学域 

准教授 

観光科学研究 第3号 2010年 3月 



-10- 
 

公園は世界自然遺産に登録されている(マレーシア政

府観光局 website)。 

 

 

 
図 1 マレーシア森林研究所(FRIM)の位置。半島マレーシア

のクアラルンプール郊外にある。 

 

一方で、郊外に残された比較的小規模な自然地域に

おいてもエコツーリズムの活動が活発である。クアラ

ルンプール郊外にあるマレーシア森林研究所(Forest 

Research Institute Malaysia: FRIM)の敷地には、森林環境

を利用した複数のアトラクションがあり、サル、リス、

野鳥などを観察することができる(図 1)。近年、バイオ

マス燃料の需要の高まりにあわせ、マレーシアの熱帯

林の多くはアブラヤシやゴムなどに転換されつつある。

しかしながら、残され、孤立した熱帯林も多くの動物

たちの生息場所として機能している 2)。そのため、タ

マン・ネガラ国立公園や世界自然遺産のように、残さ

れた大自然を保全することも重要であるが、身近な熱

帯林を持続的に利用し、保全することは今後の大きな

課題といえる。本稿では、マレーシアにおけるエコツ

ーリズムの取り組みを紹介しながら、都市森林(Urban 

Forest)を利用したエコツーリズムの実践事例に注目し、

その取り組みの効果や今後の課題を明らかにすること

を目的とする。 

 

Ⅱ．研究方法 

 

本稿では、行政情報及び公開されている文献等を用

いて、マレーシアのエコツーリズムに関する政策を調

査した。また、2009 年 7 月 24 日にマレーシア森林研

究所を訪問し、FRIM のエコツーリズムプログラムの

責任者である Noor Azlin Yahya 博士(エコツーリズム・

都市森林プログラム部長)、研究員の Mohd Aswad 

Ramlan 氏と会議形式の聞き取り調査を行った。また、

翌日は、Mohd Aswad Ramlan 氏のガイドの下で、FRIM

構内のネイチャートレイル及び、キャノピーウォーク

ウェイを視察した。本稿で示す結果は、会議における

ヒアリング及び視察で得た情報(含む発表資料、パンフ

レット等)をとりまとめたものである。 

 

 

Ⅲ．結果と考察 

 

3.1 マレーシアにおけるエコツーリズムの取り組み 

エコツーリズムは 1990 年代に国際的な環境問題を

解決するための経済的手法として注目された 3)。国際

自然保護連合(IUCN)の世界国立公園保護地域会議を

きっかけに、世界の陸地面積の 5%を保護地域にする

ための取り組みが実施されたが、発展途上国では、保

護地域に十分な予算や人員を確保することができず、

違法な密猟や伐採に対する監視の目も行き届かないと

いう問題が生じた。そのため自然保護債スワップ(先進

国の自然保護団体が途上国の対外債務を買い取り、債

務返済を求める代わりに、自然保護基金の設立を求め

る方法)や、エコツーリズムが資金調達のメカニズムと

して考案された。 

 

 

 
図 2 マレーシアの観光客と観光収益。マレーシア政府観光

局・公表データより作成(観光収益については、

RM1.00=27 円に換算し、計算)。 

 

マレーシアは政府観光局による積極的なプロモーシ

ョンがなされており、日本からの観光客も多い。2008

年には 433,462 人(全外国人観光客の約 2%)の観光客が

マレーシアを訪れた(マレーシア政府観光局)(図 2)。マ

レーシアでは、文化・芸術・観光省(Ministry of Culture, 

Arts and Tourism)が中心となり、観光に関する施策が実
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施されてきた。エコツーリズムに関しては、連邦政府、

州政府レベルにおけるエコツーリズムの発展をサポー

トするために、1996 年に「国家エコツーリズム計画

(National Ecotourism Plan)」が発表された 4)。この国家

エコツーリズム計画は、文化・芸術・観光省が

WWF-Malaysia へ委託した研究事業から作成されたも

のであり、エコツーリズムを以下のように定義し、エ

コツーリズムガイドの教育や証明書に関する政策を含

み、住民参加を促している 5)。なお、この国家エコツ

ーリズム計画が発行された時には約 2000 の旅行代理

店が登録され、そのうちの 30 程度は自然ツーリズム、

エコツーリズムに特化したものであり、約 3500 名のガ

イドが登録された 6)。 

 

 

 

 

現在、マレーシア観光省(Ministry of Tourism)は国家

エコツーリズム計画に基づき、外国人観光客の獲得に

向けた政策やガイドラインを提供している。現在、エ

コチャレンジ・コンペやバードレースなど、エコツー

リズムに関するイベントを実施し、半島マレーシアの

タマン・ネガラ国立公園、サラワク州のランジャ・エ

ンティマウ野生生物サンクチュアリ及びバタン・アイ

自然公園を世界自然遺産登録するための活動も行って

いる(マレーシア政府観光局 website)。 

一方で、天然資源・環境省 (Ministry of Natural 

Resources and Environment)における野生生物・国立公

園局(Department of Wildlife and National Parks)は、生物

多様性の保全と持続的管理のための組織であり、生物

多様性の保全プログラムや効率的、かつ効果的な持続

的管理を実施することもミッションとしている。具体

的には、生物多様性の保護区と管理、研究、教育、経

済、レクリエーションなどのための保護地域の管理や

生物多様性の保全に関する啓蒙活動を行っている(野

生生物・国立公園局 website)。エコツーリズムに関し

ては、国立公園の管理を通して、以下のような持続可

能なエコツーリズム開発のための計画や実践を行って

いる。 

・都市公園と州立公園のエコツーリズム 

・インタープリテーション 

・アントレプレナー(起業家)開発 

・計画とモニタリング 

・推進と広報 

 

なお、森林管理上、マレーシアでは生産林、保護林、

レクリエーション林の 3 つの森林に分類されている。

このうち、うち、レクリエーション林は 1966-1970 年

に概念化され、半島マレーシアでは連邦森林局 

(Forestry Department of Peninsular Malaysia)が、ボルネオ

では、サラワク州、サバ州森林局(Forestry Department of 

Sarawak、Forestry Department of Sabah)が管理している。

ただし、半島マレーシアにはそれぞれの州において森

林局があり、実際には州の森林局が管理を行っている。

現在、半島マレーシアには 155 のレクリエーション林

があり、マレーシア人の憩いの場として利用されてい

る(連邦森林局 website)。ただし、レクリエーション林

と併設される渓流や滝で涼を楽しんだり、友人などと

の交流を楽しむことが主な目的であり(図 3)、野生動物

との触れ合いなどは目的としての優先順位は低い 6)。 

 

 
 
図 3 レクリエーション林の例。ネグリスンビラン州のウ

ル・ベンドール・レクリエーション林(Hutan Lipur Ulu Bendor)。 

 

以上のように、マレーシアでは、特に豊かな自然が

残る地域において外国からの観光客の獲得へむけた取

り組みがある一方で、多くの森林公園は現地の住民の

憩いの場として利用されていた。現在では、手軽にア

ウトドアや涼を楽しむ場であり、自然環境とのふれあ

いや保全を促進するような取り組みは限られている。

公園にはゴミなどが散乱していることも多々あり、ゴ

ミの廃棄やリサイクルなど、生活環境を含めた環境問

題に対する取り組みを進めながら、自然環境保全に対

国家エコツーリズム計画におけるエコツーリズムの定義 4)

 

来訪者の影響を低く抑えつつ自然保護を促進し、地元

住民の利益となる活発な社会経済的関与を可能にさせ

ながら、自然の楽しさを享受するために、環境に責任を

もちながら、豊かな自然地域へ旅行及び訪問すること 
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する意識を高めることが必要であると考えられる。 

 

3.2  FRIM におけるエコツーリズムのとりくみ 

FRIM は天然資源・環境省 (Ministry of Natural 

Resources and the Environment)に所属する国立研究所

でクアラルンプール市街から車で 30 分程度のところ

に位置する。1929 年に、スズ鉱山の廃山と野菜畑と森

だった場所に、FRIM の前身となる森林研究所が設立

され、長い年月をかけて研究所内に森林を再生してき

た。現在は、1528ha ほどある構内は都市森林公園とし

て整備され、近所の人はもちろん、海外からの観光客

も訪問する。FRIM 構内には 1927 年から 1960 年まで

に 100 万本を超える樹木は植林され、徐々に自然環境

が回復した。現在ではサルやイノシシなどの中型哺乳

類や絶滅危惧種であるキガシラヒヨドリが観察される

ようなった(表 1)。 

 

表 1 FRIM でみられる動植物(Noor Azlin 博士の発表

資料より作成) 
植物 1964 年までに 162 の自生種が確認され、外来種 86 種

が確認。 
1984 年までに 722 種(うち 531 が自生種、191 種が外

来種)が確認。 
哺乳類 リス、ヒヨケザル、イノシシ、リーフモンキー、ブ

タオザル、スローロリス、センザンコウなど 
鳥類 45 科、181 種類が確認されており、うち 26 種は移動

性の冬鳥。よく観察される鳥類はアカハラシキチョ

ウ、ハイムネヒタキ、カザリオウチュウ、クビワヒ

ロハシ、キガシラヒヨドリ(絶滅危惧種)など。 
昆虫 少なくとも 213 種類 

 

マレーシアの首相府(Prime Minister’s Department)に

おける経済企画部(Economical Planning Unit)では 5 年

間 の 経 済 基 本 計 画 (Malaysian Plan = Rancangan 

Malaysia)を立案し、実施している。FRIM では 1996 年

から2000年までの経済基本計画にあたる第7次マレー

シア国家計画(RM7)において、低負荷なレクリエーシ

ョン・アトラクションを活用して、環境教育を提供す

るためのインフラの整備を進めた。その後の

RM8(2001～2005 年)、RM9(2006～2010 年)では、エコ

ツーリズムの推進政策の下で、これらの教育アトラク

ションを統合してきた。現在の RM9 の下では、ネイ

チャートレイル(自然散策路)の開発、環境教育の効果

に関する研究、環境を意識させる材料の開発、新しい

キャノピーウォークウェイ(林冠回廊)施設、キャンプ

サイトの改良、マウンテンバイクサーキットの開発、

民族植物学(Ethnobotany)などをテーマとしたガーデン

の整備などを行っている。 

現在、FRIM が有する都市森林には、国内・国外か

ら年間約 25 万人もの観光客が訪れている。うち、一般

客が 70%、学生・生徒が 24%、外国人観光客が 6%を

占める。FRIM では市民や観光客に熱帯林のことを知

ってもらうため、広大な敷地を一般に開放し、様々な

アトラクションが実施されている。以下に、FRIM に

おける代表的なエコツーリズムのアトラクションであ

るキャノピーウォークウェイとネイチャートレイルを

紹介する。 

 

 
図 4  FRIM のキャノピーウォーク(上)とその入り口

(下)(野田江里、沼田真也撮影) 

 

キャノピーウォークウェイ(Canopy Walkway) 

キャノピーウォークウェイとは、高い木の間を吊り

橋でつないだものである(図 4)。1992 年に完成し、全

長で 200m ほどの長さがあり、マレーシアで一番古い

キャノピーウォークウェイである。地上約 30m の高さ

から、熱帯雨林の高い木々の樹冠でしか見られない、

生物の営みを間近で眺めることができる。もともとは

調査目的で作られたが、教育と自然の営みの理解の浸

透を目的として 1993 年に一般にも開放され、のべ 22

万人もの観光客が訪れた 7)。オーバーユースを避ける

ため、月曜日と金曜日は施設が閉鎖され、開放日でも

一日の利用人数は 250 名と制限されているため、利用

においては、事前予約が必要である。また、入場料(大

人 RM5、子供 RM1、1RM は約 27 円、2009 年 10 月現

在)を設けることによって、施設維持費用を賄っている。
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現在最も人気のあるアトラクションである。 

 

ネイチャートレイル(Nature Trail) 

敷地内には、いくつかのネイチャートレイル(自然散

策路)がある。そこでは、クラウン・シャイネス(Crown 

Shyness)と呼ばれ、同齢の樹木が競争しながら成長す

ることによって形成された樹冠のモザイク模様や(図

5)、サルやツパイなどのほ乳類を観察することができ

る。このトレイルは、観光客の利用の他にも、子供向

けの環境教育の場ともなっている。 

 

図 5  ネイチャートレイル(Keruing Trail)で観察されるクラ

ウン・シャイネス(野田江里撮影) 

 

FRIM におけるアトラクションの特徴と課題 

以上のように、FRIM では敷地内の熱帯林を利用し

てエコツーリズムを実施している。都市化が進んでい

るクアラルンプールの郊外にある FRIM でのエコツー

リズムは、周辺住民にとっては魅力的なアトラクショ

ンとなっている。また、熱帯林を気軽に体験できるの

で、外国人観光客も多く訪れており、住民と外国人観

光客、この二つのニーズを同時に満たしているという

点で、FRIM でのエコツーリズムは今後さらにその事

業の重要性を増していくと期待される。 

さらに、注目すべき点は、各アトラクションを有料

で行っていることである。特に、FRIM は独立行政法

人化してから、多くの事業において採算性が強調され

てきた。そのため、現在でも研究事業や人件費などは

交付金によりサポートされているものの、エコツーリ

ズムなどの事業の採算性をとるための努力が続けられ

ている(Noor Azlin 部長 私信)。エコツーリズムのアト

ラクションを積極的に実施することにより、収入を得

て、必要経費を賄うことはアトラクションの持続性だ

けでなく、エコツーリズム事業を持続的に進めるため

にも大変重要なことだと言えるだろう。 

FRIM の活動における課題としては、これらのアト

ラクションにおけるオーバーユースへの対策が挙げら

れる。ネイチャートレイルの場合には、利用者の増加

やマウンテンバイクなどの導入に伴って、道の複線化

が起こり、土壌の侵食や踏圧による樹木や林床植物の

損傷、枯死が増加することが考えられる。また、倒木

などにより、森林の上部が開けた場所(Open canopy)を

中心に、ノボタン科アメリカクサノボタン(Clidemia 

hirta (L.) D. Don)がみられた。この種は熱帯アメリカ原

産であり、このような移入種をどのように制御、管理

していくかということも今後の課題の一つである。そ

のためには、利用者数の把握や植生調査等のモニタリ

ングを継続的に行っていく必要があり、FRIM でもモ

ニタリングを行う予定である。 
 

 

図 6  キャノピーウォークウェイの支えとなる樹木。いつ

くかの樹木によってキャノピーウォークウェイが支

えられているが、その荷重を幹上で分散させるために、

写真のような工夫がなされている。しかし、その負担

は大きく、定期的なメンテナンスが必要である(沼田

真也撮影)。 

 

キャノピーウォークウェイについては、オーバーユ

ース問題を克服するための研究が必要と考えられる。

キャノピーウォークウェイは支えとなる樹木に待機場

所となるプラットフォームを設置し、樹木と樹木の間

をケーブル式のハシゴでつなぐように設置されている。

荷重を分散させ、樹木への負担を軽減するため、幹と

の間に角材を当て施設を懸架している(図 6)。さらに、

樹木において、週 2 日の定期閉鎖に加えて、一部の樹

木に負担が集中しないよう、2 年に一度、数ヶ月に及

ぶ大規模なメンテナンスも行う 7)。しかしながら、荷

重のかかる角材個所は凹み、かからない所は外力に対

し垂直に巻込むような肥大成長を示していた。また、

大幅なメンテナンスにおける支持位置や角材の当て位
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置の変更が不十分であり、よりよい対処法を探ってい

るとの声が聞かれた。そのため、日本の職人が利用す

るような技術、例えば緩衝材を挟むなどの、緻密な手

法が役に立つ可能性がある 8-10)。 

FRIM のキャノピーウォークウェイの利用に関する

先行研究によれば 11)、観光客は、一度にキャノピーウ

ォークウェイを利用する際の適正人数は 4 名程度と考

えていたものの、実際の利用においては、少なすぎる

か、多過ぎる場合が多いと考えていた。このような利

用者の意識を踏まえつつ、日常的にキャノピーウォー

クウェイを支える樹木の負担を減らすような管理が必

要であり、どのような今後の研究が待たれる。 
 

ガイドについての考察 

エコツーリズムにおけるガイドは、そのツアーの成

否において特に重要な役割を担う。ガイドにはツーリ

ストに対して、地域生態系に関する知識を伝えるだけ

でなく、ツーリストの安全を確保したり、自然環境を

保全するような責務もある。そのため、ガイドのトレ

ーニングや動機付けにより、その質を保つことが重要

である 12)。 

FRIM では、環境教育の担い手として、ボランティ

アなども活用されているが、正規には登録されたガイ

ドが来訪者に対する解説活動を行うことになっている。

正式に FRIM ガイドとして登録されるためには、15 日

間の教育を受ける必要があり、修了後にグリーンバッ

チが付与される。 

一方、同じフィールドを拠点として、正規登録を経

ていないガイドが活動しているのも実情であり、著者

らの訪問中においても、非登録ガイドを伴う欧米系ツ

ーリストを目撃している。FRIM の Noor Azlin Yahya

博士によれば、これまで大きな軋轢はなく共存関係を

維持しているという。観光客からみれば、一定レベル

以上の解説やサービスを受けることができれば、ガイ

ドの雇用形態は大きな問題とはならず、低廉な料金で

気軽にツアーに参加できるといったメリットも考えら

れる。しかし、非登録ガイドは自然資源の適正利用・

管理義務を免れることから、資源のオーバーユースに

つながる懸念も無視できず、観光客および FRIM 両者

にとって最適なガイドを供給するための方法を検討す

ることが今後の課題と言える。 

 

Ⅳ．まとめにかえて 

 

マレーシアは 1996 年に策定された「国家エコツーリ

ズム計画」の下で、いくつかの行政部局が積極的にエ

コツーリズムを推進していた。FRIM と同様に、多く

の森林公園は現地の住民の憩いの場として利用されて

いた。FRIM におけるキャノピーウォークウェイやネ

イチャートレイルの利用者は増加傾向にあり、現時点

ではアトラクションとして成功していると言えるが、

これらの自然資源を持続的に利用するために、特にオ

ーバーユースを避けるための取り組みや質の高いガイ

ド育成とその活用システムが必要であると考えられる。 

一方、FRIM では、これらのエコツーリズムに加え

て、環境教育の研究、実践にも積極的に取り組んでお

り、研究林を活用した地域社会への貢献を模索してい

る。このような取り組みにおいて、研究、観光、そし

て地域貢献を両立させるためには、地域社会における

研究林、そして研究所のあり方を関係者とともに議論

することが重要である。そのため、関係者との間の協

議プロセスや参加形態をデザインし、協議のためのプ

ログラムを開発することも課題の一つといえるだろう。 
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